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ごあいさつ
日頃は、茨木市立障害福祉センターの運営にご協力をいただき、誠にありがとうございます。
ハートフルにおいては大規模な改修工事が続き、ご利用の皆様にはご迷惑をおかけしております。快適にサービスや施設を利用していただけるように、２３年を経過している建物を順次修繕しております。併せて福祉サービスの内容についても、充実させていくための改善を進めていきますので、今後ともご理解とご協力をいただきますよう、お願いいたします。

昨年、大地震や台風の影響を大きく受けたことも記憶に新しく、４階テラスからは、茨木市内の街並みにも、まだまだブルーシートがかかった屋根がたくさん見えます。災害の残した傷は依然として大きく、復興には長い道のりだと感じますが、テラスにはもうすぐ生活介護利用の皆さんが育てた大輪のカサブランカやポピーなどの花々が咲きます。それに重ねて、街の景色が明るくなり、ここハートフルに訪れる皆様の元気と癒しになれば、うれしく思います。

前浅川所長に引き続き、後任の責は重く受け止めております。これからも皆様のご理解、ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。私ども障害福祉センターでも、利用者・行政・地域とのつながりを大切にして、ハートフルがあってよかったと思っていただけるよう、職員一丸となってサービスの向上に取り組んでいく所存です。今年度も皆様のご指導、ご鞭撻をどうぞよろしくお願いいたします。
ハートフル所長　原稔
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（写真：原稔所長）
生活介護ハートフル移転のおしらせ
昨年度まで２階の地域交流室として使用していた部屋は、茨木市による改修工事を完了しました。５月から生活介護ハートフルの活動場所になり、３階では少し狭くなってきましたので、広々とした２階の部屋に移転できることはうれしいことです。洗面台やトイレも改修されて、みなさんに気持ちよく利用していただけると思います。浴室にも新たに簡易の機械浴槽が設置されて、多くの入浴のご希望にもお応えしていきたいと計画しています。
ご利用のみなさまやご家族、関係のみなさまには、場所をお間違えないように、どうぞよろしくお願いいたします。
お花見に行ってきました
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（写真3枚：左…車椅子に乗った男性の利用者が空を見上げて、桜の花を見ている様子。中…青空をバックにした桜の木2本。右…桜の木をバックに車椅子に乗った女性がお団子を食べている様子。）
今年も桜通りに満開の桜が咲きました。地域活動支援センターⅡ型、生活介護ハートフルでは、それぞれお花見に出かけました。よく晴れた4月、お花見を満喫しました。桜の下で食べたお団子は格別です。
新任職員紹介　ハートフルに配属となった５人の職員を紹介します。
中川志織（主査）[image: image5.jpg]


（写真：中川志織主査）
今まで、いろいろな施設で働いてきましたが、ハートフルのような施設は初体験です。利用される方のお手伝いができるように研鑽をつむ努力をしなければと意気込んでおります。まず、手話教室に参加します！ふつつかものですが、よろしくお願いいたします。
山本美貴（支援員）[image: image6.jpg]W
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（写真：山本美貴支援員）
昨年度１年間、他の事業団に出向しておりました。１年ぶりに戻り、春の陽気とともにハートフルで仕事ができることに心を弾ませています。少しでも早く、利用される皆様の名前を覚え、より良いサービスができるよう頑張ります。
梶山勝弘（地域活動支援センターⅡ型、生活介護ハートフル理学療法士）[image: image7.jpg]d n



（写真：梶山勝弘地域活動支援センターⅡ型、生活介護ハートフル理学療法士）
3月まで、病院で理学療法士として働いていました。今まで学んだことを、利用者の皆さんに還元できるよう頑張っていきます。よろしくお願いいたします。
蟻塚樹徒（生活介護ハートフル支援員）[image: image8.jpg]


（写真：蟻塚樹徒生活介護ハートフル支援員）
みなさんはじめまして！生活介護支援は全くの未経験でゼロスタートですが前職(コンビニ店長)の経験を活かして“笑顔”だけは忘れずに“これからのハートフル”を経験していきたいと思っています。施設内で “蟻ちゃん”と声をかけていただけるとうれしいです。
西田有友子（支援員）[image: image9.png]&



（写真：西田有友子支援員）
３月より、ハートフルで働かせていただいております。ハートフルを利用される皆様に、楽しい時間をすごしていただけるよう、がんばります。どうぞよろしくお願いいたします。
【退職・異動について】退職　所長　浅川孝
転出　主査　梶川真史、生活介護ハートフル　支援員　辻弘樹
今年度の取り組みについて
【受付】
毎週金曜日の12時～16時、事務室窓口カウンター設置のタブレットを使用し、茨木市役所障害福祉課の設置手話通訳者とテレビ電話による相談等が可能です。ご利用の際は、受付までお申し付けください。
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（写真：事務室窓口カウンターに設置された「手話で対応　テレビ電話ができます。市役所の通訳者とタブレット端末などでつながります。係員にお申し付けください。」と書かれた案内板とタブレット）
【入浴】
介護浴室２つのうち、奥の部屋を改修し、簡易の機械浴槽が入りました。生活介護ハートフルの利用者が主に入浴するようになります。生活介護のスタッフも支援に入りますので、よろしくお願いいたします。
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（写真：チェアインの簡易機械浴槽とシャワー）
【地域活動支援センターⅡ型】
　４月より理学療法士が２名となり、今まで以上に身体面および生活面での悩みを解消できるようサポートできればと考えております。活動を行っていく中で内容の継続・検討など、利用者の皆様と一緒に、寄り添いながら実施していきます。
【生活介護ハートフル】
５月より、３階から２階へ生活介護ハートフルが移動になりました。４月より新規利用者３人が加わり、広くなった部屋で快適に楽しい時間を築いていきたいです。簡易機械浴槽を利用した入浴支援も予定しています。活動の幅が広がり、よりよい支援が提供出来るようがんばります。
機関紙「ハートフル」第22号　ここまで。

